
第９回高島市マキノ小学校開校準備協議会 会議録（要旨） 

１ 開催日時  令和８年７月２日（木） 

        開会 午後７時００分  閉会 午後８時００分 

 

２ 開催場所  マキノ土に学ぶ里研修センター ２階集会室 

 

３ 会議次第 

 1.開会 

 2.準備協議副会長あいさつ 

 3.協議事項等 

  ⑴ 委員の交代について 

  ⑵ 会長の選出について 

  ⑶ 第８回会議の振返りについて 

  ⑷ 所属部会の変更について 

  ⑸ 各部会の進捗状況について 

  ⑹ マキノ小学校基本設計について 

  ⑺ 新小学校の校歌・校章について 

 ４.その他 

５.閉会 

     

４ 出席委員 ２２名（欠席者２名） 

 

５ 事務局出席者 

  中川教育総務部長、饗庭教育指導部長、岡部教育指導部次長、保木学校教育課長、上原マキノ

小学校建設課長、古谷マキノ小学校建設課参事、林マキノ小学校建設課参事、上松マキノ小学

校建設課主任 

 

６ 会議を傍聴した者 ０名 

 

７ 次第の経過 次のとおり 

 

  



次第の経過 

 

1. 開会 

2. 副会長あいさつ 

3. 協議事項等 

 ⑴ 委員の交代について 

【説 明】 林マキノ小学校建設課参事 

 資料１（１ページ）により説明。新年度となり、人事異動等により委員の交代があったこと

から、改めて自己紹介を行った。 

 

 ⑵ 会長の選出について 

【説 明】 林マキノ小学校建設課参事 

資料１（５～６ページ）により説明。 

令和８年度まで開校準備協議会の会長を務められた尾中委員（元マキノ南小学校長）が、令

和８年３月３１日付で校長職を離れられ、令和８年４月１日からはマキノ西小学校の一般教諭

として引き続き委員に就任いただくことになった。そのため、現在会長が不在となっているこ

とから会長を選出する必要がある。高島市マキノ小学校開校準備協議会設置要綱第５条には、

協議会の会長および副会長２名は小学校の校長のうちから委員の互選により定めることとな

っている。 

互選の方法について諮った所、「事務局一任」の声があがり、事務局から和田委員（マキノ南

小学校長）の会長への就任、市川委員（マキノ東小学校長）と古川委員（マキノ西小学校長）

の副会長への就任が提案され、承認された。 

あわせて、これまで和田委員が務めてきた通学・学校運営支援部会長に新しく古川委員が就

任することが事務局から提案され、承認された。 

 

 ⑶ 第８回会議の振返りについて 

【説 明】 林マキノ小学校建設課参事 

 資料２（７～９ページ）により説明。 

 

【質疑等】 

特になし 

 

 ⑷ 所属部会の変更について 

【説 明】 林マキノ小学校建設課参事 

資料３（１１ページ）により説明。本協議会には「学校施設整備部会」「教育課程部会」「通

学・学校運営支援部会」の３部会があるが、施設整備部会に所属する小学校職員が少ない事、

保護者代表５名と学校運営協議会代表３名が同じ部会に所属しており、各部会にそれぞれの立



場からの声が届きにくい事を懸念する意見があったことから、委員が所属する部会の変更につ

いて事務局から提案された。 

【質疑等】 

特になし 

 

【協議結果】 

反対意見が無かったことから、事務局から提案のあったとおり委員が所属する部会を変更す

ることに決定した。 

 

 ⑸ 各部会の進捗状況について 

【説 明】 学校施設整備部会 饗庭部会長、教育課程部会 市川部会長、通学・学校運営支

援部会 古川部会長 

資料４（１３ページ～１５ページ）により説明。 

学校施設整備部会は、前回協議会から本日までの間で２回会議が開催され、マキノ小学校建

設基本設計に関する１階・２階平面図についての意見聴取が行われた。部会で出された意見を

踏まえ、基本設計の受注業者から６月１９日に基本設計図書が提出されたこと、基本設計図書

の完成により当面の間部会は開催されないことが報告された。 

教育課程部会は、前回協議会から本日までの間で開催された会議はないが、マキノ地域の教

職員によるカリキュラム編成会議が行われた。ここでは、昨年度に教育課程部会で作成された

学校地域連携カリキュラムと学校経営管理全体計画をもとに６部会に分かれ協議が行われた

こと、６部会の協議内容は８月１９日に行われるマキノ中学校区合同管理職会議で確認するこ

とが報告された。 

通学・学校運営支援部会は、前回協議会から本日までの間で１回会議が開催され、マキノ小

学校の新小学校の校歌・校章について、新入学生の体操服について協議が行われた。校歌につ

いては、歌詞全体を募集すること（一人１点まで）、歌詞は３番までとすること、募集期間は３

か月程度とすることが部会での案としてまとめられた。校章については、応募は市内在住に限

らず誰でも応募できるものとすること（一人１点まで）、募集期間は２か月程度とし、校歌募集

と終期を合わせることが部会での案としてまとめられた。また、新入学生の体操服については、

小中の連携を深めることや児童生徒及び保護者の利便性向上を図ることなどを目的にマキノ

中学校区内で統一した体操服へと仕様変更を行うことについての案が報告された。委員から特

に意見が無ければ、１７ページ、１８ページにある保護者向けお知らせ文書を配付したい。 

 

【質疑等】 

特になし 

 

 ⑹ マキノ小学校基本設計について 

【説 明】 上原マキノ小学校建設課長 



資料５（１９ページ～２４ページ）により説明。 

協議事項(5)「各部会の進捗状況について」で説明があったとおり、マキノ小学校の１階と２

階のレイアウトをどのようにするか施設整備部会で議論が重ねられ、その意見を反映させたも

のが現在見ていただいている平面図・鳥瞰図である。 

全体的な特徴として、 

 ・「コモンズ」と呼ばれるものを配置し、多様な学習活動や地域の方との交流が可能な校舎

としている。 

１階の特徴は、 

・低学年教室や特別教室から上靴のまま遊べる広場に直接出ることが出来る。 

・校長室と職員室は児童の登校やグラウンドでの活動が見渡せる位置に配置した。 

・小中学生の読書活動を推進するため学校図書館と公立図書館を並べて配置した。 

・学校図書館横にメディアコモンズを配置した。大階段は、段に座っての読書活動や大階

段を舞台にした発表の場など多様な学習活動ができる空間として利用可能。 

・学習活動や創造活動、下校時のバス待機場として利用可能な、児童間の交流を生み出す

空間である「みんなのひろば」を配置した。 

・児童の登下校時の安全指導への利便性を図るため、地域連携室、地域学校協働活動本部、

学校ボランティアスペースを昇降口の近くに配置した。 

・セキュリティに配慮し、児童、教職員、公立図書館利用者、地域連携室関係者の出入り

を校舎東側に集約した。 

   ２階の特徴は、 

    ・３小学校の統合を機に通級指導教室を配置した。 

    ・災害時に体育室が避難所になることを想定し、エレベーターを設置した。 

    ・１階に配置した「みんなのひろば」は吹き抜けとし、空間的な連続性をもたせている。 

   基本設計としては以上となる。建設用地の地質調査、解体する中学校の格技場と実習棟のア

スベスト調査、測量調査も４月に完了し、１０月上旬には実施設計の骨格が仕上がる予定。そ

の後、建築確認申請等の諸手続きを開始し、各種許可が下りる年内には建設工事が発注できる

見込み。 

 

【質疑等】 

特になし 

 

 ⑺ 新小学校の校歌・校章について 

【説 明】 林マキノ小学校建設課参事 

資料６（２５ページ～２６ページ）により説明。 

 ６月２５日に通学・学校運営支援部会が開催され、前回の協議会で決定した方針を元に協議

が行われ細部について方針が決まった。 

 〇校歌 



  ・校歌（歌詞）の募集は、歌詞全体の繋がりがもてるよう、言葉やフレーズを募集するの

ではなく、歌詞全体を募集する。 

  ・応募点数は一人１点とする。 

  ・募集の際に応募者には「小学生が歌詞の意味がわかるもの」「故郷への愛着が感じられる

もの」などの意見が出され、これらを踏まえた事務局案を次回部会で提案する。 

  ・校歌は３番までとする。 

  ・募集期間は３か月程度とする。 

 〇校章 

  ・募集対象は、市内在住に限らず誰でも応募できるものとする。 

  ・応募点数は一人１点とする。 

  ・募集期間は２か月程度とし、終期を校歌と合わせる。 

 

 この方針で承認いただければ、校歌と校章の募集要項事務局案を部会に提案し、次回の協

議会で募集要項（案）が承認された後、正式に募集をしたい。 

 

【質疑等】 

特になし 

 

【結果】 

 採決の結果、部会から示された方針により進めることに決定した。 

 

４. その他 

   第１０回会議は、令和８年８月以降に開催予定 

 

５. 閉会 


